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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所の優れている点】
◇源泉かけ流しの温泉を各ユニットに設置し、入浴時刻・時間について利用者の希
望に沿うように努めている。事業所周囲は山林、竹林に囲まれ、また、広い庭や菜
園があり、利用者は豊かな自然環境で生活している。
◇地域の住民や敬老会との付き合いを大切に、納涼祭やバーベキューなどの事業所
の行事に多数の住民を招待し参加している。地域のお祭りでは、事業所に山車が立
ち寄り、高校生、ボランティアが訪れて利用者と交流している(例：高校生による沖
縄の太鼓や踊り、ボランティアによる大正琴やクラリネット演奏など）。
◇事業所のリビング、空き居室を使用して、デイサービス、ショートステイ事業を
行っており、その利用者とグループホームの利用者が交流し楽しんでいる。その
後、デイサービス利用者が、グループホームに無理なく入居している事例もある。

【事業所が工夫している点】
◇利用者の1週間の生活経過を把握する書式を作り、職員は日常のケア状況を記録
し、利用者がかかりつけ医を受診する際、医師に書式を見せ参考にしてもらってい
る（記載内容：入浴、体重、バイタルデータ、3食の摂食量、服薬の経過、排泄状
況・水分摂取量等）。
◇毎朝、リハビリ体操(愛称：梅干し体操）を長年継続して行っており、利用者の体
力、生活機能の維持に寄与している。

自然に囲まれた湯河原温泉郷に位置し、源泉かけ流しのお風呂に入り、穏やかな気持
ちで毎日を過ごして頂ける。又、癒される施設として地域に貢献し、根づいて行く。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　湯河原温泉ケアセンターそよ風

　花　ユニット

 事業所名

 ユニット名



湯河原温泉ＣＣそよ風　花ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

地域の公園にご利用者様と掃除に参加
したり、月に１回近所の清掃をご利用
者と行つている。

・自治会（温泉場区会）に加入してお
り、お祭りなど地域の行事に利用者と
出かけている。バーベキューや納涼祭
など事業所の行事には、地域住民を招
待している。
・高校生の太鼓や踊り、ボランティア
による大正琴を受け入れている。

認知症者対応デイサービスやショート
ステイを実施し地域貢献に努めてい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

運営理念である「そよ風憲章」を唱和
している。その理念を理解し実践につ
なげるよう努めている。

・「実績と経験、科学的根拠、信頼と
安心の介護」を理念のキーワードと
し、事業所内に掲示している。
・職員はユニット会議、全体会議でケ
アのあり方を検討する際、理念を唱和
し理念の実践に努めている。

運営推進会議に参加し提案して頂く、
又地域の防災訓練や老人会の人たちと
の近隣の清掃に参加している。

・地域敬老会の代表、家族代表、町役
場職員をメンバーとして、2か月ごと
に開催している。
・事業所の現況報告の後、委員から地
域の防災訓練や清掃について情報を
得、事業所からも参加することとし
た。

今後、事業所が提供している
サービスの課題についても意
見交換され、メンバーから意
見や提案を戴き、サービスの
向上に活かしていくことが期
待されます。

市町村とは日頃より連絡を取っており
協力関係を築いている。又、運営推進
会議に参加して頂いている。

・町役場の職員と日常的に連絡を密に
し、事業所の取組みについて伝え、協
力関係ができている（例：空き室を活
用したショートステイサービスの再開
など）。
・運営推進会議にも参加して貰い行政
からの情報を得ている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　花ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

ユニット会議等でご利用者様の状況を
話し合ったり、又状況を家族に連絡し
たりと御利用者様のＱＯＬを把握し、
向上する様努めている。

センター内での勉強会で学ぶ機会を設
けている。

契約・解約については入居契約書、重
要事項説明書に基づき、十分な説明を
行い、理解と納得を図っている。

御利用者やその家族の方から意見・不
満・苦情などをいつでも聴けるよう心
掛けおり、それらをユニット・全体会
議で話し、外部へ報告しアドバイスを
頂いている。

・利用者の思いや要望は、日常生活を
通じて把握し、家族の意見や要望は面
会時や運営推進委員会で聴いている。
・把握した内容は連絡ノートに記載
し、ユニット会議で検討してサービス
に反映している。

身体拘束は行わないことを前提に職員
が認識し、実践している。やむを得ず
身体拘束を行う場合は、ご家族に同意
書を頂いている。

・身体拘束禁止委員会を設置し、身体
拘束防止マニュアルにて研修して拘束
をしないケアに取り組んでいる。職員
はまた、法人の身体拘束防止の研修に
も参加している。
・玄関、各ユニット出入り口は安全の
ため施錠している。



湯河原温泉ＣＣそよ風　花ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

全体会議や支社会議にて、運営につい
て職員との意見交換を行っている。

・管理者は、ユニット会議や全体会議
で、介護方法や行事などについて職員
の意見を聴き、実務に反映している。
・直近では、介護記録の記入方法、行
事内容や運営について意見を出し合っ
て実行している。

地域にある他事業所を訪問、又、地域
の勉強会等で交流を図る。

年１回以上の処遇改善の機会があり、
正社員への申請ができる。
話し合いの基にそれぞれの意見を聞く
機会を作っている。

職員に合った研修を決めたり希望する
研修が受けれる様配慮している、又、
各ユニットごとの研修結果を全体会議
で共有できるようにし、意識向上につ
ながるようにしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご本人、御家族との初期面接にて出た
要望や不安を含めた状況を職員間で周
知しケアにつなげている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　花ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

御家族と御利用者様との面談時に不安
や要望を聞き、安心して頂ける様なケ
ア計画を提案している。

ご本人、御家族の要望を見極め、他の
サービス事業所との連携を図り、その
方の要望や条件に合ったサービスが提
供できる様にしている。

ご本人の出来る事や得意なこと（料
理・掃除・趣味等）を職員と一緒に
行ったときには、共に喜んだり、又、
感謝の言葉を伝え関係を築いている。

行事等がある時は案内を出し、一緒に
参加して頂いている。又、月に一度写
真を添えた手紙と各ユニットごとの新
聞を送り様子を伝えている。

馴染みの方の面会、電話などに対応し
ている。又、よく行かれていた場所に
は行事やドライブに出掛ける様努めて
いる。

・友人が利用者を訪ねて来ることがあ
り、リビングで過ごしてもらうなど、
関係の継続を支援している。
・職員が付き添って、馴染みのスー
パーに買い物に出かけている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　花ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

御利用者様の誕生日を皆さんで祝った
り、行事開催にて御利用者同士の交流
を深めている。

退去後も御家族や関係者と情報交換は
いつでも出来る体制にあり、行事の案
内をしている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

御利用者の行動や会話の中からその方
の希望やお気持ちを汲み取れるよう努
めている。又、すぐに対応出来る事は
積極的に実施している。

・利用者の思いや意向は、日常の会話
や、家族の来訪時の話の中から聴きだ
している。
・表出が困難な利用者の場合は、仕草
や表情で思いを汲み取るように努めて
いる。

御自宅で使われていた家具や思い出の
品をお持ち頂き、心地よい生活環境を
提供している、又、食事や入浴等の生
活スタイルを大切に考えている。

ケアプラン、個人記録や申し送りノー
ト、口頭で夜勤者や日勤者からの申し
送りにて把握出来るようにしている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

御利用者の様子を良く知り具体的な計
画を出し合い、個々のニーズに対応し
た計画を作成する。

・介護計画は、本人と家族、医師の意
見を入れ、ケアマネのモニタリング結
果を反映してケアカンファレンスを
行って作成している。
・作成した計画は、毎月のケアカン
ファレンスで検討して、3か月から6か
月で見直し、また、必要に応じ計画を
変更している。

日々の記録を基に引継ぎやユニット会
議で疑問や提案を出し、より良い介護
につなげている。

御利用者や御家族の要望に対応し、認
知ディサービス・ショートステイを
行っている。

見学相談者によっては、地域資源の活
用方法等の助言をしてくださる。又、
入居されてからも地域との結びつきを
大切にしている。

医師とのコミュニケーションを図り、
御利用者様の体調の変化や急変時を見
逃さず、受診や電話相談などをしてい
る。

・利用者は、全員従来からのかかりつ
け医で受診している。
・通院は家族が付き添い、要望があれ
ば職員が支援している。
・医師の診断結果は、家族を通じて、
また、職員が同行して把握している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

週1回の訪問看護師に状況を伝え、適切
な対応が出来るよう体制作りが出来て
いる。又、オンコールにて24時間対応
出来る体制が出来ている。

御利用者様の入院中の不安を取り除く
為、面会や病院の関係者に入院中の様
子をお聞きし、早期退院について相談
を行っている。

グループホームで出来る範囲を家族に
話し、御本人・御家族の意思を大切に
医師との連携を図り対応に当たってい
る。

・「ターミナルケアマニュアル」と
「重度化した場合の対応・看取り対応
に関する指針」に基づいて支援してい
る。重度化した場合は医師、看護師、
家族と連携し、家族の意思を尊重して
対応している。
・職員はターミナルケアに関する社内
研修を受けている。

救命講習の受講・自身でシュミレー
ションを行う、病院・御家族・職員な
どの連絡先をわかりやすい場所に掲示
する対応マニュアルがある。

御利用者様を安全にどこへ避難させれ
ば良いか場所や方法を確認している。
又、避難訓練は年2回実施している。

・年2回、1回は利用者が参加し、2回
目は消防署員の指導を得て、火災を想
定してた避難訓練を行っている。また
職員は、地域の防災訓練にも参加して
いる。
・水・非常食の備蓄を約1週間分あ
り、有効期限を管理している。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

失禁などは他ご利用者様にわからない
ように声掛け・移動等対応している。
又、個別の部屋なのでプライバシーは
守られる。

・利用者の人格を尊重し、話しかけに
は敬語を使うよう心がけている。
・家庭的な雰囲気を大切に、利用者の
気持ちに寄り添って支援している。
・個人情報の記録は、事務室で施錠し
保管している。

日々の日常生活等に気を配り、「何が
したい、食べたい」等の意志を汲み取
れるようにしている。又、入浴時には
ご自身にて着替えを選ばれたりして頂
いています。

入浴等なるべく好きな時間に入れる様
にしている。　　食事において朝食に
パンがいい人はパンを出しいる。　水
分制限のない方には飲みたい時に飲ん
で頂いている。

２ヶ月に１回訪問理容を行っており、
パーマをかける方もいます。又、誕生
日会などイベント時女性の方には、職
員対応でにてお化粧をしたりしていま
す。

職員と一緒に調理をしたり又、お盆出
し・箸並べ・食器拭き・収納等をそれ
それ出来る事を行っている。又、季節
ごとに行事食を提供している。又、月
ごとに誕生会を聞き、特別食を作り、
バイキング形式にする等の工夫を行っ
ている。

・献立は、種類が多く、栄養のバラン
スと彩りに配慮されている。
・地域の新鮮な食材を仕入れて、バー
ベキューをしたり、敷地内の竹を使っ
てソーメン流しなどを楽しんでいる。
・利用者はできる範囲で、下ごしらえ
や下膳、食器拭きなどをしている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　花ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

摂取量・水分量は把握し記録してい
る。栄養士が作成した献立表にて、バ
ランスの取れた食事を提供している。

毎食後の口腔ケア、介助の必要な御利
用者様には職員が介助を施行。又、毎
晩の義歯消毒を行っている。

一人一人の排泄パターンを把握し、声
かけ・誘導を行っている。日中は、御
利用者様全員がトイレにて排泄できる
様支援している。

・利用者の様子を見守り、排泄パター
ンを把握してトイレに誘導している。
排泄チェツク表は、1週間の様子が一
目で分かるように1ページにまとめて
管理している。
・歩行困難な利用者には、夜間ポータ
ブルトイレを用い、職員が誘導してい
る。

バランスの摂れた食事の提供。　排泄
の把握・水分量のチェック、又、運
動・排泄時の腹部マッサージなどを
行っている。又、週1回の訪問看護師に
よる健康指導を受けている。

御利用者様の希望の入浴時間・好みの
温度・その方に合った石鹸、シャン
プーを使用し、入浴後にはベビーロー
ション等使い乾燥を防いで、温泉入浴
を楽しんで頂ける様支援している。

・源泉掛け流しの温泉で、毎日入浴し
ている利用者もいる。浴槽は石造りで
広く、ゆっくりくつろいで入浴を楽し
んでいる。
・入浴を拒む利用者には、ドライブに
行く前に入りましょうなどと声をか
け、工夫して誘っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

処方の変更等スタッフ間で申し送りを
する。又、服薬支援の確認作業を徹底
している。（名前の二重確認を実施）

リビングのソファーでの休憩や居室で
の昼寝が出来る様誘導する。

本人が現金を所持している方もおり、
買物等されている。
現金を預かっている方はその都度必要
な物を購入している。

お誕生日会では、好きな食べ物をお出
ししたり、手芸が好きな方には縫い物
をして頂く等、個々の楽しみに対応出
来るよう支援している。

日常的には、施設の外周の散歩やゴミ
拾い等を行う。又、買物やドライブ等
希望者に合わせて外出する。

・利用者の希望に応じて、行きたい場
所や外食、買い物などに、車椅子の利
用者も一緒に、車で気軽に出かけてい
る。家族と外食を楽しんでいる利用者
もいる。
・花見や花火、お祭りなどに出かけて
季節を感じるよう支援している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

洗濯たたみやゴミ捨て・食器拭き・居
室の片付け等出来る事をして頂いてい
る。

スタッフが１ケ月に１回本人の様子等
を写真に取り手紙を同封して送ってい
る。又、ご家族と話したい等の要望が
ある場合は職員が付き添い、電話対応
している。

季節を演出する花や折り紙・絵等を飾
る。　特に居室は防災カーテンを使用
し、遮光や温度調節を行い、快適に生
活して頂けるよう工夫している。

リビングのソファーでのおしゃべり
や、一人になりたい時は居室でくつろ
いで頂く。

昔から使用している家具や仏壇等を置
いて違和感なく過ごしている。

・窓から竹林など自然が見渡せるリビ
ングは、エアコンと加湿器で快適な温
度と湿度に管理している。
・壁には職員と共同で作ったお雛様や
カレンダーなどの作品を飾って、季節
感を採り入れている。

・備え付けのエアコン、クローゼッ
ト、防災カーテン以外は、馴染みの布
団、ソファーやテレビなどを持ち込ん
でいる。
・居室内は整理整頓が行き届き、毎
朝、職員とモップがけして清掃する利
用者もいるなど、居心地良く過ごせる
ように支援している。



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

 事業所名 　湯河原温泉ケアセンターそよ風

 ユニット名 　月　ユニット



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

2ヶ月に1回の運営推進会議は外部の
意見を傾聴する良い機会と思ってい
ます。又、行政の意見もすぐに聞く
ことが出来、ご家族のご意見も参考
にさせて頂いております。

町の事業所連絡会に出席して随時情
報交換をしている。又、常に行政の
窓口に相談に行くようにしている。
又、ケアマネ連絡会等にも参加して
いる。

近隣商店への買い物・イベントの際
の近隣のかたの参加を呼びかけ、大
勢の方が来設されています。又、年
賀の挨拶などを通じて触れ合うよう
にしています。

認知症対応型のディサービスを実施し、
又、Ｈ25年2月1日よりショートステイを
開始しています。又災害時の緊急避難場
所としての協力協定を湯河原町と締結し
ている。又介護なんでも相談の対応をし
ています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

毎朝の朝礼において運営理念を復唱
して、理念を共有し、基本を忘れな
いようにしています。又、ユニット
の理念を独自に作り、実践してい
る。



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

日々の生活の中において、意見や不満が
自由に言えるように職員は傾聴する姿勢
に勤めている。又、申し送りを必ず実施
し周知徹底している。ご家族の面会時は
各自の居室で行いプライバシーを尊重し
ている。

管理者は研修会に参加し報告書を作
成している。職員全員又、研修後は
報告書を回覧し周知に努める。回覧
後確認印を各々押し、周知に徹底し
ている。

重要事項説明書を基に充分時間を掛
けて説明を行い、納得されてから契
約を行っている。

拘束検討委員会を設置し、緊急又は
能力低下などから危険性を回避しき
れない状況でやむお得ない場合、委
員会において十二分に検討しご家族
に同意を得たときのみ実施される。

外部研修等により他施設の虐待の実
態や現状を把握し、全体会議や研修
報告にて周知に努めている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ゆっくりと傾聴・共感をする事が出
来、安心してご本人がお話できる環
境作りに勤めている。又、プライバ
シーにも配慮しています。

他施設への研修や病院での勉強会な
どへ参加し、サービスの向上につな
げている。又、同一企業内にて業務
研修を毎月実施している。又随時見
学者を受け入れている。

各自が研修等に参加しスキルアップ
の機会を作っている。又、努力・実
績・勤務状況により、希望があれば
正社員として雇用する制度を今後も
維持していく。

介護福祉士・介護支援専門員等の資
格取得に協力している。また、希望
者に実践者研修など社内外の研修に
職員を派遣している。又研修内容は
全体会議の他報告書を閲覧してい
る。

毎月の全体会議・ユニット会議・日
常の対話において常に意見・提案を
聞く機会を設け、思いを抽出してい
る。



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族とも面会時や電話連絡等によ
り情報交換を密にし、利用者を支え
あう関係作りに努めている。ご家族
とは信頼関係の構築が大切と考え、
ホットな情報をお伝えするよう心掛
けている。

本人宛の手紙の代読・代筆をし、馴
染みの方々との交流が続くよう努め
ている。友人の訪問も受け入れてい
る。又、電話等での会話のご要望が
あった時は、支援している。

ご本人とご家族のお話を十分にお聞
きし、ニーズを抽出した上、いくつ
かの支援・サービスを説明するよう
に努めている。

常に家族のような気持ちで接し、お
互いの「出来ること」「出来ないこ
と」を話し合い支えられる関係作り
を心がけ、ケアにあたっている。

時間を充分掛け、ご家族のお話を傾
聴し、思いや不安を受け止め安心し
て利用して頂ける様努めている。
又、相談は笑顔で終わるように心掛
けている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

毎日、夜勤者・日勤者からの申し送
りを受け、現状の把握に努めてい
る。又、問題点等が新たに抽出され
た時は、ユニット会議まで待たずに
職員間で問題解決に取り組んでい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

使い慣れた家具等を居室に設置し、
これまでの生活環境と大きな変化が
無い様実施している。

退去後も必要に応じて、ご家族との
連絡を行うようにしている。他施設
に移られた方にも訪問を行ってい
る。又、退去後もイベントの案内な
どを通じて、関係の継続を図ってい
る。

日常生活の中において、ご本人の希
望や気持ちを聞き入れながらケアプ
ランを作成・介護計画を作成してい
る。又、計画に基いたケアを実施・
記録し職員全員が把握するように努
めている。

一人一人の性格と特徴を理解し、利
用者間に職員が入り、会話や作業等
楽しく皆で参加出来る様配慮してい
る。又、出来る事については役割を
担って頂いている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

地域のボランティアを積極的に受け
入れている。又、散歩の途中でお声
を掛けに寄って下さる方もいらっ
しゃいます。又、消防とは定期的に
実施する防災訓練を通じ、指導など
を受けている。

ご家族と共に相談し掛かりつけ医を
決めていますが、病状によっては、
日々の生活状況等を詳細に主治医に
報告し、より最適な医療が受けられ
るように努めています。

日々の様子・健康状態・個別ケアの
内容を、職員間の申し送りノートと
個別記録用のファイルに記録し、活
用している。

グループホームと認知デイを通じ、
ご家族、ご本人の要望に応えていき
ます。入居にはまだ早いが事業所に
は慣れて頂きたい、という方にはデ
イをお勧めしています。又、2月1日
よりショートステイを開始し、上記
のニーズに対応しています。

本人の意思、ご家族の要望、職員の意
見、医師の指示などを取り入れて計画を
作成している。出来上がった計画はご家
族に説明し、ご意見を伺った上、同意を
得ている。又、月に一度のモニタリング
を実施している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

入居時にご家族の意思を確認してい
る。医師には口答でその旨伝えられ
るよう準備している。また、職員間
で情報の共有をしている。

月1度の全体会議、ユニット会議でご利用者の
状況や今後予想される事柄、リスクマネジメン
トを周知している。又、心肺蘇生法等の訓練を
実施している。加えて緊急対応マニュアルがあ
り、状況に応じて対応出来るよう努めている。

災害時必要な物品・防災頭巾・懐中
電灯・食料・飲料水など消防と相談
して準備している。又、避難訓練は
年2回実施しています。

週1回の訪問看護師にて、日々の生活
状況を報告し、指示を頂いていま
す。

病院のソーシャルワーカーと連絡を
密にとり、早期退院に向けて病状や
時期の見通しなどの把握に努めてい
る。



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

献立の話しをしながら簡単な下ごし
らえなど、出来ることを手伝って頂
いています。職員と一緒に食事しな
がらバランスの良い摂取を心掛けて
います。

その日の利用者様の状況を把握し、
業務を進めるようにしている。職員
もルーティンワークを優先しないよ
う意識している。

現在2ヶ月に1回の訪問理美容が来て
おり、ほぼ全員の方がご利用されて
います。又、大変楽しみにされてい
ます。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

言葉掛けには特に注意し利用者様の
人権を尊重しご本人の希望する呼び
方でお声掛けしている。居室は全個
室でノックをして入室している。関
係機関に提出する個人情報について
は同意書を頂いている。

レク・食事・飲み物など選択出来る
ような機会を作り、利用者の主体性
や意思を尊重している。



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

排泄チェック表にて把握し、適度な
運動をしたり、腹部のマッサージを
行っています。また、飲料には、牛
乳・オリゴ糖、バナナ・寒天等工夫
して便秘の予防に努めている。

当施設は源泉掛け流しが自慢のお風
呂なので、温泉入浴を楽しめる様、
お一人お一人入浴時間・温度など配
慮しながら支援しています。

毎食後の口腔ケアを実施し、日常的
に口腔内の清潔を意識している。
又、必要に応じ訪問歯科の受診で義
歯の定期チェック等を実施してい
る。

一人一人排泄パターンを職員が把握
し、その方のパターンで声かけ・誘
導を行っている。日中は出来るだけ
全員トイレでの排泄が出来る様、支
援しています。

管理栄養士の作成したメニューに基
づき提供しています。食事、水分摂
取量はチェック表に記録し、毎日の
トータル量を把握しています。



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

職員で金銭管理は行っているが、希
望されかつ自己管理できる利用者様
は財布を持ち、買い物に同行された
時などはご自分で購入しています。

食事の下ごしらえ、食器洗い、洗濯
物たたみや干しなど一人一人に合わ
せて出来ること出来ないこと。得意
なことを把握し、行って頂いてい
る。

天気の良い日には、職員が付き添い
お花を摘みに散歩にいったり、買い
物に同行していただく時もありま
す。又、月に一度個別の買い物を利
用者様同行で実施しています。

日中はなるべく起床していただい
て、睡眠パターンに配慮していま
す。夜間眠れない方には適度な運動
をしていただき、散歩等で体を動か
していただいております。

薬情は個人別にファイルに綴じ、い
つでも見られるように管理し、主事
医の指示にて服薬していただいてい
る。又、服薬時は誤薬を防止する
為、二重確認を実施している。



湯河原温泉ＣＣそよ風　月ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価
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部
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価
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

居室には使い慣れた家具や生活用
品・装飾品などが持ち込まれ好みの
品を置かれ安心して｢自分の部屋｣と
して過ごせる場所となっています。

床にはクッションフロアを使用し、利用
者様の移動空間には手摺りの設置、スト
レッチャー移動できる大型のエレベー
ターが設置されています。又常に転倒に
つながる物が無いかチェックしていま
す。

共同生活の場として居心地の良い空
間作りを心掛けています。利用者様
と季節を感じられる装飾をしたり、
皆様の好きな音楽を食事の時に掛け
ています。

ソファーでゆったりとくつろいだ
り、新聞を読まれたり、一緒にテレ
ビを観て過ごされています。又、利
用者様個々の変化や利用者様同士の
関係性なども考慮した環境作りに努
めています。

手紙や電話のご依頼があった場合
は、プライバシーやご家族の意向を
考慮しながら支援を行っています。
又、電話で会話をされる時は居室で
お話をして頂いております。



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

 事業所名 　湯河原温泉ケアセンターそよ風

 ユニット名 　星　ユニット



湯河原温泉ＣＣそよ風　星ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議の話し合いの中で理解
を深めている。　地域の清掃等にも
参加をしている。

市町村担当者と日頃より連絡を取り
現状をお伝え、連携をとっている。

地域の防災訓練や近所の清掃等に参
加しており、お祭りの時など山車が
立ち寄たりと、交流を深めている。
又、バーベキュー・納涼祭の際には
近所の方・敬老会の方を招き、一緒
に楽しんでいる。

地域の方からの相談を受けたり、湯
河原町との緊急時の避難場所として
受け入れ態勢をとっている。又、実
習生やボランティアの受け入れも出
来ている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

事務所、フロア内に運営理念、ユ
ニット理念を掲示し、朝礼にて唱和
し、常に意識づけを行っている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　星ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

運営推進会議や家族会の他にアン
ケートなどで、家族からの意見を聞
いたり、利用者からも日々の生活の
中で、不満や意見を聞き入れ、会議
にて話し合い反映させている。

研修や会議などで必要性を認識し、
支援を行えるよう協力している。

入居契約書、重要事項説明書に基づ
いて、十分説明を行った上で、理
解、納得をして頂いている。

研修などの参加や全体会議での周知
を図り、拘束を行わないよう職員が
認識、実践している。又、やむを得
ず身体拘束を行う場合は、ご家族に
同意書を頂いている。

全体会議やユニット会議にて、利用
者の状態を話し合い、職員がストレ
スからの虐待を行う事のないよう努
めている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　星ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

訴えを傾聴した上で、ユニット会議
等で意見と対応を共有し、問題解決
や改善に努めている。

医療機関や役所の設ける研修会に参
加し、サービスの質の向上を図って
いる。

各自の向上心にもとづき、希望する
研修の参加などでスキルアップの機
会を作っている。又、勤務状況、実
録に応じて、正職員として雇用され
る制度があり、今後も継続されてい
る。

常に研修の情報を提示し、外部での研修
の参加を促している。又、社内研修によ
り、他センターとの交流や意見交換等で
個々のレベルアップを図っている。

月１回開かれる、全体会議や各ユ
ニット会議において、意見交換を行
うほか、常に話し合える環境や関係
ができている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

日常の生活や、その時々のご本人の
状況などを御家族に報告し、御協力
いただいている。

御家族や友人の方々と面会したり、
電話や手紙のやり取りを通じて、関
係の維持に努めている。

御本人や御家族から得た情報（やり
たい事、困っている事、心配な事）
をもとに、プランを作成し、生活の
改善につなげている。

毎日、ご本人のできる範囲での手伝
い（掃除、食器洗い、洗濯物たた
み）などやレクリエーションを職員
と一緒に行っている。

入居前や入居時の面談で御家族の心
配や不安、困っている事や何を求め
ているかを確認し、適切なサービス
が提供できるように努めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

ご利用者様の状態が常にわかるよう
な記録を心掛けている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

御家族やケアマネからの情報やご利
用者様とのコミュニケーションを通
じて、これまでの生活暦、生活習慣
の把握を図る。

退去後においても近況を報告してく
ださったり、相談があれば、その都
度支援できるようにしています。

日常生活の中で会話やコミュニケー
シｮンをとり、思いや意向を汲み取っ
ている。又、把握が困難な方はご家
族の協力を仰ぎながら支援してい
る。

ご利用者同士のコミュニケーション
がしやすいよう席を移動したり、他
ユニットのご利用者様と交えて、レ
クリエーションを行い、支援してい
る。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

入居者に会いに来て下さるボラン
ティアの方々や老人会との交流を
行っている。消防署とは消防訓練等
を通じて交流を続けている。

かかりつけ医に定期受診をしてお
り、継続的な支援をしている。

毎日、個人の生活日誌に身体の変化
等を具体的に記録している。

ご本人、ご家族において環境の変化
などに対応できるサービスを行う。
（デイサービス・ショートステイの
利用）

ケアプラン会議を実施して検討して
いる、会議に出席できなかった職員
は会議議事録にての情報公開を行
なっている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

今後の変化による支援に向けて御家
族、かかりつけ医とお話し合い検討
し方針を決定している。

月に１度のユニット、全体会議にて入居
者の状況や今後起こりうる事柄、リスク
マネージメントを周知している。緊急対
応時も連絡網等により確認がとれており
緊急対応マニュアルがある。

年２回防災訓練を実施し、消防署へ
の届出を行っている。又、消防署の
方々、監修、消火、避難訓練を行い
指導して頂いている。又、非常用食
料の備蓄等し、災害時に備えてい
る。

週1回の訪問看護師により、日頃の状
態を観て頂き、指示等を頂いてい
る。

入院した場合、早期退院の為のお話
し合い。電話連絡等協力を医療機関
と行なっている。又、ご本人と面会
し、様子確認や状態把握に努めてい
る。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

職員も入居者と同じ食事を一緒に摂
り、食べ方の混乱食べこぼし等に対
するサポートをさりげなく行なって
いる。又、行事用に変更するなどし
て、楽しんで頂いている。

職員側の決まりや都合で業務を進め
ていく態度ではなく、入居者が自由
に自分のペースを保ちながら暮らせ
る様支援している。

2ヶ月おきの訪問理美容にて入居者の
希望にてカット・パーマ等して頂い
ている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

プライバシーに配慮した言葉がけや
対応し、又、支援記録に個人が特定
できる様な記録は行なっていない。

入居者が自分で決めたり、希望を表
す事を大切にし、それらを促す取り
組みを日常的に行なっている。



湯河原温泉ＣＣそよ風　星ユニット

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

入居者の排泄チェック表にて把握し便秘
がちの方には運動したり、腹部マッサー
ジを行なうなどしている。便秘症状が続
く入居者の対応については主治医に報
告、相談し指導や下剤の調整を受けてい
る。

バイタルをチェックし入居者一人一
人の希望に合わせくつろいだ入浴が
出来るよう支援している。

毎食後、口腔ケアを行い、清潔の保
持に努めている。又、必要に応じ訪
問歯科にて義歯チェックや口腔ケア
を行なっている。

24時間排泄チェック表記録にて一人
一人の排泄パターンを把握し、トイ
レでの排泄のための誘導や排泄の自
立に向けた支援を行なっている。

管理栄養士の作成した献立に基づき
調理を提供している。又、食事・水
分摂取量はチェック表にて毎日トー
タルを把握し記録している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

ご利用者様より申し出があれば、能
力に応じて、職員同行して、買い物
等へ行くよう支援している。

入居者の出来る活動を活かして、洗
濯物たたみや食器洗い等を行ってい
る。又、一人一人の楽しみごとやド
ライブ等の気分転換を実施してい
る。

日常的に外出を心がけている。散歩
や買物も積極的に出掛け、車椅子の
方もドライブや外気浴を行なってい
る。

入居者の睡眠パターンを把握し一日
の生活リズム作り、支援している。
又、浅眠が続く入居者には主治医に
相談し対応している。

服用している薬の説明書を薬箱に貼り、
いつでも目を通せるようになっている。
以前の処方箋は個人ファイルに保管して
いる、又、配薬のダブルチェックや声出
し確認で誤薬防止している。（二重確
認）
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

自室に使い慣れた、家具、生活用品
や装飾品を持ち込んだり、家族が
持ってこられた写真などを飾ってい
る方もおり、本人が安心して過ごせ
るように工夫しいる。

入居者一人一人の身体機能の低下を
補う設備を使用し、安全に自立して
生活して頂けるように、言葉かけを
したり見守りをしている。

共用空間でご利用者様が不安になら
ないよう、温度や遮光等に配慮して
いる。又、季節や行事での装飾を行
い、適度な変化をもたせる。

入居者が一人で過ごせたり、気の
合った入居者同士でソファーでテレ
ビをご覧になったり、新聞を読まれ
たり、席の移動などして、思い思い
の時間を過ごされるよう配慮してい
る。

入居者が、日頃手紙や電話を利用で
きるように、プライバシーを考慮し
ながら支援している。字が読めない
方には、付き添い読むなどしてい
る。
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事業所名

作成日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目     標
目標達成に
要する期間

1 4

○運営推進会議を活かした
取り組み
・運営推進会議での事業所
が提供しているサービスの
課題についてメンバーから
の意見や提案を頂き、サー
ビスの向上に活かす。

運営推進会議にて事業所で
の課題を議題に挙げ、メン
バーで事業所の問題を解決
する。

運営推進会議が
２ヶ月に1回なの
で、2ヶ月の間に
課題をまとめ
る。

2

3

4

5

注）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

湯河原温泉ケアセンターそよ風

平成25年4月12日

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

全体会議やご家族との面会
時などで課題や問題になっ
ていることを挙げて、運営
推進会議に課題として話し
合いをする。
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